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性状を表面粗さ (Ra、 Ry、 Rz: 超深度形状測定顕微鏡)、重量変化、硬さ (VHN) 、 SEM 観察から比較検討した。
金銀パラジウム合金では砥粒が細かい耐水研磨紙ほど Ra、 Ry、 Rz はし、ずれも減少した。しかし、純チタンでは、















実験 3 4 種の従来研磨法と新研磨法の比較
弾性のあるポリビニールアルコール (PVA) を結合材とするチタン専用研磨ポイントを試作した。このポイントに
よる前研磨後、市販のコロイダノレ、ンリカ液によるパフ研磨を行う新研磨法を開発した。この新研磨法と従来の 1 )ア
ルミナ浮遊砥粒による湿式研磨法、 2) 酸化ク白ム砥粒による研磨法、 3) アルミナ浮遊砥粒による乾式研磨法、 4)
ダイヤモンド浮遊砥粒による研磨法を用いて純チタンインゴットを研磨し、表面粗さ (Ra 、 Ry 、 Rz) 、光沢度 (Gs
(60) )、硬さ (VHN) 、 SEM 観察から比較検討した。





研磨時間とマイクロモーターの回転数を変化させて、また、粒径、 pH、 Si02 含有量の異なるコロイダルシリカ液
を用いて、新研磨法への影響を表面粗さ (Ra) から検討した。







出発材料の研磨においても、 Ra 0.1μm 以下の仕上げ面を獲得できることがわかった。
実験 6 口腔内で使用できるアエロジルを用いた新研磨法の検討
コロイダソレシリカ液の代わりに、口腔内で使用できる日本薬局方の微粉末シリカであり、軽質無水珪酸に該当する
アエロジルを用いて純チタンインゴットを研磨し、安全な新研磨法を表面粗さ (Ra、 Ry、 Rz) 、光沢度 (Gs (60)) 、
硬さ (VHN) から検討した。
アエロジルの粒径が細かいほど表面組さ (Ra) は小さな値を示し、アエロジノレ#300 においては、従来のアルミナ
粉懸濁液による研磨法に比べ有意に小さな億を示した。コロイダルシリカ液の代わりに、口腔内で使用できるアエロ









械加工にて作製された純チタン板を短時間で Ra 0.1μm 以下の鏡面に研磨することができた。また本研磨法は、従
来のアルミナ粉懸濁液による研磨法に比べ、表面粗さで優れ、光沢度でほぼ同等の研磨面を得ることができた。アル
ミナに比較してコロイダルシリカの粒径が揃っていることと、純チタンとの酸化反応性の違いによると考えられる。
口腔内で使用可能な微粉末シリカのアエロジルを用いても、コロイダルシリカ液を用いた場合とほぼ同様の結果が
得られた。
以上のことから、本研磨法を用いることにより純チタン補綴物をチェアサイドにおいて短時間で鏡面研磨すること
が可能となった。
論文審査の結果の要旨
本研究は、純チタン補綴物をチェアサイドにて回転工具を用いて鏡面研磨できる方法を確立することを目的とした。
各種研磨材による被研磨特性を検討した結果、高弾性結合材による研磨ポイントと微細シリカによるバフとを併用す
る新しい研磨法によって、従来法に比べて優れた表面粗さと光沢度を有する純チタン研磨面を短時間に仕上げること
が可能となった。
以上より、本研究は純チタンを効率的に鏡面研磨できる方法を開発し、純チタンを医療用材料として広く普及させ
る上において重要な示唆を与えるものである。よって本研究は博士(歯学)の学位に値するものと認める。
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